
                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

今秋には「第 3 回全国未成線サミット」が開

催される予定である。コロナ禍での開催中止を危

惧しているが、予定どおり開催された場合は、こ

れまでの課題解決特別事業の取組が“日の目を見

る”ことと期待している。併せて地域資源として

更なる地域活性化に繋がるよう活用して行きた

い。 

 

 

・事業の概要 

 【景観形成整備事業】 

  ・今福線沿線の一部の雑木林の伐開、抜根 

 【備品（案内箱）購入事業】 

  ・案内箱、掲示板の購入、設置 ・横断幕、啓発用小旗の作成 

 【ボランティアガイド育成事業】 

  ・ボランティアガイド育成のための研修会の開催 ・ガイド用ユニフォームの作成 

 【地元住民への啓発事業】 

  ・ガイドブックの作成、配布 ・啓発用ＤＶＤの作成、配布 

  ・地元住民の現地見学会の開催（コロナ禍のため中止） 

事業名 

地域で守り、広げていく広浜鉄道今福線（Ｐart３） 

令和元年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

       ○   

・上記評価の理由  

 概ね計画した事業は実施できた。地元住民を対

象とした現地見学会は 3月 22日に開催する予定

で準備を進めていたが、コロナ禍により中止した。

その代わりに啓発用 DVD を作成し、関係者に配

布した。 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

 地域住民に対して地域資源である今福線の興味・関心度を高める取組を実施することにより、地域一

体となって観光客をもてなし、さらなる交流人口の増加を図り、また、ボランティアガイド等の後継者

育成にも繋げ、もって、地域の活性化を図りたい。 

Ｄ 

申請団体名：佐野・宇津井地区まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）：1,123,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：1,000,000円） 
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